
共鳴体（２） 
 
１	 身体のイメージ 
・	 「重要なことは、視点を固定することなく、内でも外でもあるような構造を

いかにイメージするかである」（p. 5） 
・	 「口」の分析：「口は建築的器官であるとともに、構築的器官であるともい

えよう」（p. 6） 
・	 身体を「流れ」として捉える→「洞窟」のイメージ 
 
５	 演算から洞窟へ（伊東豊雄の建築） 
・	 「都市と自然の両方を含めた環境全体のなかに、その可能性を探る」（p. 18） 
・	 「グリッド・システム」vs. 「エマージング・グリッド」 
・	 伊東豊雄 
・	 「せんだいメディアテーク」水草のイメージ 
・	 「谷中メトロポリタン・オペラハウス」（プロジェクト） 

 共鳴体（ひょうたん） 
 抽象によってのみ可能になるイメージ 
 感覚としてわかっていても、それとあえて意識しないことへの「気付

き（awareness）」 
 

２	 無意識の間 
・	 リベットの脳科学：脳の活動と「決断」のあいだの 0.5秒。（8） 
・	 「今を生きる」ことに伴う遅れ。 
・	 行為の前の「待機状態」 
・	 「思ったときにはすでに撮れている」：無意識の走査のさなか、ある瞬間に

垣間見られる「針先」のような特徴がシャッターを押させている。 
→	 このような無意識をどのように「イメージする」ことができるのか？ 
・	 「オーバーラップする複数の通路の組み合わせ」（p. 11） 
・	 些細なことがふと思い出されること。 
・	 一瞬の「間」 

３	 器の誕生/4. 共鳴する身体 
・	 ひょうたん：物語の「身体」（14） 



・	 ひょうたんを素材とした楽器	 と	 音楽の快さの「共進化」（17） 



共鳴体（３） 

１	  

・	 脳の活動が 0.5 秒前に始まる 

・	 意識は事後的に時間を遡って、あたかも遅れがなかったかのように時間を合わせている 

・	 「現在」を生きているような意識は、このような「遅れ」と後からの「時間合わせ」の連続

である。 

・	 教科書 pp. 229-230. 

「わたしはいつも顔に遅れている。遅れたまま、痕跡＝像としての顔を必死で解読しようと

する」→	 「はすかいにふれるしかない」顔の切迫にじかに身をさらすこと(pp. 229-230. 

Cf. ジャック・デリダの「差延」（difference）という考え方。 

 

2	 クロード・パラン『斜めにのびる家』（青土社） 

  



差延（さえん） [ 日本大百科全書（小学館） ] 
différance［フランス語］  

フランスの哲学者デリダの造語で、「差異」と「遅延」という二つの意味を合わせもつ。デ

リダの脱構築思想の基本概念の一つで、意識の現前性に回収されない、文字や痕跡の働きの

こと。差延と訳される用語diff ranceは、「差異」を意味するフランス語diff renceの後
半部分のeをaに変えてつくられた言葉であり、それによって「遅らせる」「延期する」とい
う動詞的な意味が含まれるようになる。しかし、発音上は変わらず、文字によってのみ区別

される。 

プラトンからフッサールに至る「現前の形而上学」は、意識に生き生きと現前するものを本

質的で純粋な意味とみなして特権化し、その表現の純粋さを保証してくれるのは文字ではな

く、ひとりごとのような声であると考えた。文字は意味の純粋さを不純にしてしまう危険を

はらんでいるとみなされていたのである。それに対してデリダは、意識の自己同一性（アイ

デンティティ）に対して「差異」が先立っていること、この差異が自己への現前を「遅らせ」、

現前性や現在の特権化を禁じていることを主張する。また、文字は声の純粋さを乱すような

不純なものではなく、むしろエクリチュール（文字や書記行為）こそが、意味の発生を可能

にしていると考える。差延は、意識の現前性を可能にすると同時に不可能にし、能動的でも

あり受動的でもあるようなものとして、意識の純粋さに寄生しているのである。 

デリダがこうした思想を生み出すに際して依拠しているのは、ソシュール、フロイト、ニー

チェ、レビナス、ハイデッガーである。ソシュールの言語学をモデルとした構造主義は、意

味がつねに他の意味との関係においてのみ価値をもつことを示し、同一性に対する差異の優

位を説く。またフロイトは、無意識の事後性（幼時の体験の意味が抑圧され、成人になって

遅れて意識されること）の概念を導入することによって、意味の発生が遅れや迂回によって

可能になることを示す。ニーチェは、さまざまな力の差異が、意識を可能にしていると説く。

レビナスは、他者が自己に先立って痕跡を残していることを主張し、それは「けっして現在

でなかったような過去」に生起するものであるとする。普通、過去は「かつての現在」と考

えられるが、けっしてそうした意味での現在ではなく、なおかつ未来に痕跡を残すようなも

のが「差延」なのである。最後にハイデッガーは、西欧の形而上学は、存在の意味を現前性

と規定するギリシア以来の思想に支配されてきたとし、存在論的差異について思考する。こ

うした思想家たちの試みを批判的に受け継ぎながら、デリダは差延の思想を練り上げるので

ある。 

差延の概念は、多くの新たな思考領域を開いた。まずデリダは、線状的な時間性をかき乱す

差延の働きを、空間を時間化し、時間を空間化する「間隔化espacement」として主題化し、
絵画論・建築論などに影響を与えた。また、文字は一つの技術でもあることから、差延の思

想は今日のテクノロジーを新たに思考する道を開いた。テクノロジーとは生における差延の

ことである。テクノロジーは生命や身体を補足したり、代理したり、迂回させたりするもの

として自己に本源的に寄生し、機械的な反復というかたちで死を持ち込むからである。最後

に政治思想の領域では、差延の思想は、たとえばハバーマスのコミュニケーション行為論が

理想化する、コンセンサス（合意）による相互理解に対して、誤解や無意味性の還元不可能

性を説くものとなる。この最後の点についてハバーマス的な立場を取る論者たちは、デリダ

の思想を直接の政治行動を避ける日和見（ひよりみ）的な待機主義ないしは近代の価値を破

壊する相対主義的なニヒリズムとして批判した。これに反論するため1990年代以降のデリ
ダは、差延の思考を責任の問題に結びつける。責任とは、けっして現前しないが、あらゆる

予測を超えて到来するような他者に対して即座に応答するため、決定不可能性のただなかに

おいて決定を下すことである。差延とは、こうしたほとんど不可能な決定の場と考えられる

ようになるのである。 
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